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昨
年
よ
り
参
加
大
学
・
短
大

数
は
一
四
大
学
増
加
し
、八
一一
校

と
過
去
最
高
に
な
っ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
志
願
者
数
は
、

五
五
三
、三
六
八
人（
昨
年
五
四

三
、九
八
一
人
）と
昨
年
に
比
べ
て

九
、八
三
七
人(

前
年
比
一
〇
一
・

七
％)

増
加
し
た
。

　

内
訳
を
見
る
と
、現
役
生
志
願

者
数
が
、昨
年
の
四
三
一
、二
六
三

人
か
ら
四
四
〇
、一
四
八
人
と
八
、

八
八
五
人
増
加
し
、既
卒
生
志
願

者
数
も
昨
年
の
一
〇
六
、一
三
三
人

か
ら
一
〇
六
、六
五
三
人
と
五
二
〇

人
増
加
し
た
。こ
れ
は
、高
等
学
校

等
新
規
卒
業
者
が
一
、〇
七
二
、五

一
三
人（
昨
年
一
、〇
六
五
、一
五
八

人
）と
昨
年
に
比
べ
七
、三
五
五
人

(

前
年
比
一
〇
〇
・
七
％)

増
加
し

た
こ
と
と
、セ
ン
タ
ー
試
験
導
入
以

降
上
昇
を
続
け
て
い
る
現
役
生
セ

志
願
者
、受
験
者
数
に
つ
い
て

ン
タ
ー
試
験
志
願
率
が
四
一
・〇
％

（
昨
年
四
〇
・
五
％
）と
過
去
最
高
と

な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
成

績
開
示
希
望
者
は
、昨
年
よ
り
一
三
、

九
〇
八
人
増
え
て
四
一一
、〇
三
一
人
と

な
り
、志
願
者
全
体
の
七
四
・
三
％

を
占
め
て
い
る
。

　

本
試
験
の
受
験
者
数
は
五
二
〇
、

六
〇
〇
人（
昨
年
五
〇
七
、六
二
一
人
）

と
な
り
、受
験
率
は
九
四
・
〇
八
％

(

昨
年
度
九
三
・
三
二
％)

で
あ
っ
た
。

　

今
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
の
た
め
に
追
試
験
の
日
程
変
更
や

各
都
道
府
県
で
の
実
施
措
置
が
取
ら

れ
た
が
、追
試
験
の
受
験
を
認
め
ら
れ

た
の
は
、予
想
よ
り
大
幅
に
少
な
い
人

数
で
あ
っ
た
。

　

教
科
別
の
平
均
点
は
、代
々
木
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
集
計（
九
〇
〇
点
集
計
）

で
、文
系（
六
教
科
七
科
目
）五
五
一
．

　

今
春
の
セ
ン
タ
ー
試
験
志
願
者

は
、前
述
の
よ
う
に
五
五
三
、三
六

八
人（
昨
年
五
四
三
、九
八
一
人
）

と
、昨
年
に
比
べ
九
、三
八
七
人
増

加
し
た
。こ
れ
は
、国
公
立
大
学
へ

の
人
気
が
相
変
わ
ら
ず
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

 

志
望
動
向
を
見
る
と
都
市
部
の

難
関
大
学
や
有
名
私
立
大
学
が
人

気
を
集
め
て
い
る
。国
公
立
大
学
に

お
い
て
は「
二
極
分
化
」傾
向
が
継

続
し
て
お
り
、依
然
と
し
て
現
役
中

心
の
少
数
激
戦
と
な
っ
て
い
る
。二

〇
〇
六
年
か
ら
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ

入
試
の
導
入
・
実
施
を
前
提
に
、

「
前
期
日
程
試
験
の
み
」の
入
試
が

認
め
ら
れ
た
た
め
、後
期
日
程
を

廃
止
す
る
大
学
が
年
々
増
加
し
て

い
る
。二
〇
一一
年
入
試
で
も
、こ
う

し
た
大
学
・
学
部
が
多
少
増
え
る

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。こ
の
よ
う

に
、国
公
立
大
学
の
一
般
入
試
は
、前

期
日
程
重
視
の
傾
向
が
急
速
に
強
ま

っ
て
い
る
。反
面
、大
学
全
入
時
代
が

到
来
し
、私
立
大
学
の
四
五
％
強
が

定
員
割
れ
を
起
こ
し
状
況
が
深
刻
化

し
て
い
る
。こ
の
た
め
、地
方
試
験
会

場
を
増
設
す
る
私
立
大
学
が
全
国
的

に
増
え
て
い
る
。

 　

近
年
大
学
側
が
入
学
さ
せ
た
い
学

生
の
資
質
も
明
確
に
な
っ
て
き
て
い

る
。国
公
立
大
学
で
は
、二
次
試
験

（
個
別
学
力
試
験
）に
面
接
や
小
論
文

を
課
す
場
合
も
あ
り
、二
次
試
験
科

目
を
増
や
す
大
学
も
見
受
け
ら
れ

る
。日
頃
か
ら
社
会
や
将
来
に
向
け
て

興
味
を
持
っ
て
い
る
か
が
大
切
で
、基

礎
知
識
に
加
え
て
問
題
解
決
す
る
能

力
が
要
求
さ
れ
る
。幅
広
く
知
識
や

教
養
を
広
め
る
た
め
の
日
々
の
努
力

が
重
要
で
あ
る
。

　

系
統
別
の
志
望
動
向
を
見
て
み
る

と
、文
系
で
は
法
・
経
済
・
教
育
学
部

の
人
気
が
高
か
っ
た
。一
方
理
系
で
は

二
、三
年
前
ま
で
は
理
系
離
れ
か
ら
理

学
部
・
工
学
部
の
人
気
が
な
か
っ
た

が
、難
関
大
学
を
中
心
に
人
気
復
活

と
な
っ
て
お
り
、工
学
部
で
は
情
報
・

電
気
電
子
・
応
用
化
学
系
の
人
気
が

高
い
。農
学
部
・
保
健
学
部
・
医
療
看

護
系
の
学
部
の
人
気
も
高
い
が
、反
対

に
歯
学
部
の
人
気
が
激
減
し
難
易
度

も
下
が
っ
て
い
る
し
、薬
学
部
も
私
立

大
学
を
中
心
に
人
気
減
と
な
っ
て
い

る
。

入
試
概
要

一
点（
昨
年
マ
イ
ナ
ス
八
．八
点
）、理

系（
五
教
科
七
科
目
）五
五
九
．九
点

（
昨
年
マ
イ
ナ
ス
二
九
．六
点
）と
な

り
、昨
年
よ
り
も
難
化
し
た
と
と
も

に
、国
立
大
学
が
原
則
七
科
目
化
さ

れ
た
二
〇
〇
四
年
度
以
降
、理
系
の

平
均
点
が
文
系
を
下
回
っ
た
の
は
初

め
て
で
あ
る
。

　

平
均
点
は
数
学
Ｉ
Ａ（
マ
イ
ナ
ス
一

五
．六
点
）を
筆
頭
に
、多
く
の
教
科
が

前
年
を
下
回
っ
た
。各
教
科
に
お
け
る

科
目
間
の
平
均
点
差
を
み
る
と
、地

歴
で
は
地
理
Ｂ
と
世
界
史
Ｂ
の
間
で

五
．四
九
点
差
、理
科
で
は
生
物
と
化

学
の
間
で
一
五
．九
一
点
差
と
な
っ
た
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

２
０
１
０
年

２
０
１
０
年
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九州大 熊本大 熊本県立大
  受験者数 合格者数 合格率％ 受験者数 合格者数 合格率％ 受験者数 合格者数 合格率％

 720～ 4 4 100 1 1 100   

 680～719 1 1 100 4 4 100   

 640～679 2 2 100 7 6 86   

 600～639    8 4 50 1 1 100

 560～599    7 5 71 1 1 100

 520～559    2 1 50 4 2 50

 490～519    1 0 0 1 0 0

    ～490    4 0 0 4 1 25

 合　計 7 7 100 34 21 62 11 5 45

大学入試センター試験自己採点と入試結果（現役）
大　学

自己採点


